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役 員 の あ い さ つ
医療部会

田中　治子
引き続き、医療部会の

理事を務めさせていただ
くことになりました。

COVID-19 が終息しな
い中、生活様式は大きく
変化し、会員の皆様にお
かれましては、経験した
事がない問題に取り組む

日々をお過ごしの事と思います。この 2 年間は
健康の大切さやコミュニケーションについて、
深く考える機会となりました。

大阪府栄養士会では栄養ケア・ステーション
事業において、すべての人に適切な栄養管理が
なされるように取り組んでいますが、医療・介
護の連携など解決すべき問題があるのはご承知
のとおりです。

また、ロシアのウクライナ侵攻で世界的な食
料不足への懸念が強まっているなど、栄養・食事
に関わる私たちには明るいニュースが乏しく、
独りの力では太刀打ちできないと思われます。
こんな時こそ管理栄養士・栄養士同士の連携を
図り、協力しながら前に進んでいきたいと考え
ています。皆様の業務に役立つ研修や情報を、い
ち早くお届けできるよう微力ながら努力して参
りますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

医療部会
内薗　雅史

前回に引き続き医療部
会の部会長をさせていた
だくことになりました。

医療部会の部会長とし
て 4 期目で、また日本栄
養士会では令和 2、3 年度
に引き続き医療事業推進
委員をさせていただくこ
とになり、ますます多忙
にはなりますが、諸先輩

方に教えていただきながらも精一杯頑張りたい
と思います。

2022 年度の診療報酬改定では特定機能病院
における管理栄養士の病棟配置、周術期の栄養
管理、がん病態栄養専門管理栄養士の評価な
ど、多岐にわたる栄養部門に対しての評価があ
りました。また 2024 年の診療報酬、介護報酬
の同時改定に向けて、病院管理栄養士の急性期
一般病棟における病棟配置という大きな目標に
一歩前進した改定内容でもありました。今後の
診療報酬改定で病院管理栄養士の業務も大きく
変わってくることが予想されます。会員の皆様
には情報提供を迅速におこなえるようにするこ
とと、日々の業務で悩んでいるあるいは困って
いることに応えられるようにすることをを今期
の大きな目標として取り組んでいきたいと思っ
ています。引き続く新型コロナウイルスの感染
拡大によって医療で働く皆様にとっては大変な
日々を送られていると思いますが会員の皆様の
ご指導、ご協力の程よろしくお願い致します。

医療部会
蔵本　真宏

引き続き、医療部会の
理事を務めさせていただ
くことになりました。この
間は新型コロナウイルス
の感染拡大で会員皆様の
職場においても大きな影
響を受けたと思います。医
療現場では、医療機能を
維持する必要があり栄養

部門では「365 日 3 食安全で治療効果の高い食事
を滞りなく提供する」「新型コロナウイルス患者も
含めた入院患者の栄養管理の実践」のために感染
予防対策を徹底し、様々な課題を解決しながら業
務を行ってきました。今後も気を緩めることなく
業務を行っていく必要があります。明るい兆しと
しては、2022 年度の診療報酬改定です。今回の
改定では、栄養関連が高く評価され、特に特定機
能病院においては、病棟における栄養管理体制に
対する評価として「入院栄養管理体制加算（270
点）」が新設されました。管理栄養士の病棟配置に
向けた大きな前進だと思うと同時に私たちのス
キルアップの重要性も感じました。そのために、
大阪府栄養士会では様々な研修を企画していき
ますので有効に活用していただければと思いま
す。今回で２期目になりますが、今後も会員皆様の
ご協力をいただきながらお役に立てるよう頑張り
たいと思いますのでよろしくお願いいたします。

医療部会
井之上　佐由利

引き続き 2 期目の理事
をさせていただくことに
なりました。この 2 年
間、先輩理事の皆様にご
指導いただきながら務め
させていただきました。
新型コロナウイルスによ
る影響もあり、研修会や
会議などはいつもと違う

体制で行われていたことと思いますが、理事を
させていただく中で大阪府栄養士会の活動がこ
れほどまで多岐に渡って取り組まれているこ
と、また、会長、副会長をはじめ、どの理事の
方も今後の管理栄養士・栄養士のことを常に考
え活動されていることを知り感銘を受けまし
た。管理栄養士・栄養士の施設配置人数は他職
種と比べ少なく、業務上での疑問や不安など一
人で抱えながら頑張っておられる方もたくさん
いらっしゃると思います。新型コロナウイルス
の影響により参加型の会議が減ったことで、他
施設からの情報を収集する機会も減り、どこで
相談すればよいのか悩まれている方も多いので
はないでしょうか。大阪府栄養士会には頼れる
諸先輩方がたくさんいらっしゃいます。私もま
だまだ微力ではございますが、少しでも皆様の
お役に立てるよう、精一杯努めさせていただき
ます。どうぞよろしくお願い致します。
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学校健康教育部会
大門　孝子

このたび、学校健康教
育部会の理事をさせてい
ただくことになりました。

私は、栄養教諭として
小学校で勤務していま
す。栄養教諭は、栄養士
と教諭の両方のスキルが

必要で、求められるものは多岐にわたります。
その中でも、栄養士としての知識や情報は、

専門職として欠くことのできないものです。
学校での栄養士は、学校給食や、学校給食を

教材として活用し、食に関する指導を通して児
童・生徒の将来にわたる心身の健康をはぐくむ
ため、日々努めています。

栄養士会では、最新の知識や情報を得ること
ができ、他業種での栄養士の活躍も知ることが
できます。

今後は理事として学校に携わる栄養士だけで
はなく、大阪府栄養士会の会員のみなさまのお
役にたてるように努めていきたいと思います。

また、諸先輩方々のご指導も受けながら、自
身のスキルアップにも努めていきたいと思って
います。どうぞ、よろしくお願い致します。

学校健康教育部会
松田　由紀恵

このたび、推薦をいた
だき学校教育部会の理事
をさせていただくことに
なりました。初めての理
事職にたいへん緊張して
おりますが、精一杯努め
たいと思いますので、ど
うぞよろしくお願いいた

します。
学校に勤務する栄養士は、学校給食を生きた

教材とし、食に関する指導にあたることが求め
られています。健康増進にかかる全体指導や食
物アレルギーなどの個別的な相談指導について
は年々そのニーズが高まり、近年は所属校だけ
でなく、他校への兼務や担当制、訪問指導など
が府下の市町村ですすめられています。子ども
たちの健康増進に栄養士としての専門性を活か
し、役立つことができるこの職種に誇りをもっ
ています。

このようなニーズの高まりは、これまでの先
輩学校栄養士の方々や、様々な業種の栄養士の
方々の頑張りが成果として現れてきたものだと
思っています。これらをしっかりと受け継ぎ、
大阪府栄養士会で自己研鑚に励み、仲間を増や
し、みなさまのお役に立てるよう努めてまいり
ます。

医療部会
藤本　浩毅

このたび、初めて医療

部会の理事を務めさせて

いただくこととなりまし

た。職場の先輩方が大阪

府栄養士会の役員を務め

ている姿をみて、私もい

つかは役に立つ日が来る

のかなぁと思っておりました。

病院管理栄養士は、令和 2 年と 4 年の診療報

酬の改定に伴って、大きな変化を求められてい

ます。この変化に対して我々病院管理栄養士が

どれだけ対応して結果を示していけるのかが、

今後の管理栄養士のためにも重要なのだと思い

ます。そして、特定の病院が頑張るのではなく、

皆さんそれぞれの努力をまとめていけるといい

なと思います。また、対面の研修会の開催がむ

ずかしい時期が続きましたが、今後は対面研修

会を企画し、大阪府栄養士会の会員同士の交流

が広がっていくことを期待しています。私も微

力ながら頑張りますので、皆様のご協力をよろ

しくお願いします。

医療部会
藤井　千絵

このたび大阪府栄養士
会の理事に就任をいたし
ました。

医療の現場で診療報酬
改定の都度、何かと管理栄
養士業務として認められ
る事が増えて来たのでは
ないかと感じています。
日進月歩の医療現場の中

で、日々医療従事者として自己研鑽を必要とされま
すが、世の中的に COVID-19 で様々な研修会の中
止も余儀なくされた状況も多かった近年でした。

その影響からか会議、研修会や勉強会も今では
オンラインの状況が定着されている現状がありま
す。皆様の苦労もCOVID-19 がらみが、大きかった
のではないでしょうか。COVID-19との付き合いも
3 年目となり、大阪府栄養士会の会議を含め、対面
での実務研修や講習会もやっと増えつつあります。

オンラインの利点もありますが、やはり対面の良
さは多くあると感じています。

医療部会の理事の一員として、会員の皆さま
と大阪府栄養士会を盛り上げていきたいと思い
ます。

何かとお声をかけさせていただくことも今後あ
るかと思います。その際には快くお力をかしていた
だきご協力をいただきたいと思います。

大阪府栄養士会先輩理事と力を合わせて大阪
府栄養士会理事として 2 年間の任期を努めますの
でよろしくお願いいたします。
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勤労者支援部会
松本　勲

引き続き、勤労者支援
部会の理事を務めさせて
頂くことになりました。
勤労者支援部会は、他の
部会と異なり、職場の範
囲が広く、各々職場にお
いての役割や業務は多種
多様であります。栄養士

の存在意義でもある「国民の健康維持・増進」
という大きな目的は共有しているものの、勤労
者支援部会同士の共通の目標が持ちにくく、ま
た、そのためか会員同士のつながりが少ないよ
うに感じています。昨年度は、大阪府栄養士会
の勤労者支援部会の会員数は 60 名を超えてい
ます。これは、勤労者支援部会の会員が、より
高い知識が必要と感じ、また同部会内での情報
交換等を求め、大阪府栄養士会を必要としてい
る表れであると感じています。ここ数年はコロ
ナ禍において、思うような活動が出来ず、Web
会議は開催したものの、集合研修の開催は難し
い状況でありましたが、本年度は、集合研修を
開催したいと思っておりますので、是非とも、
勤労者支援部会の研修会に参加して頂き、顔を
見て、名刺交換をし、情報交換や新しい知識を
得て、職場で活躍して頂きたいと考えています。

勤労者支援部会
井上　範之

今期も引き続き勤労者
支援部会の理事に就任さ
せていただきました。

勤労者支援部会の栄養
士の主な勤務先は事業所
給食、弁当事業、寮、寄
宿舎、各種学校食堂及び
矯正施設、防衛庁等の食

堂勤務者や栄養管理に関わる部門又は関係行政
機関、各種団体に勤務する多種多様な会員で構
成されています。

この 2 年間に渡る新型コロナウイルスによ
り、勤務先の閉鎖や縮小およびコロナ対応のマ
ニュアル、衛生管理問題の改善等で、大変ご苦
労をされていることと思います。

大阪府栄養士会の研修会も徐々に動き出し、
e ラーニングや web 研修会等での開催から対面
式での研修会にもどってきました。

今後は新型コロナウイルス対策をしっかりと
行った上で共存共栄を図り、会員のスキルアッ
プと将来への地位向上につながる研修会の在り
方に邁進してまいります。

今回の理事を最後のご奉公と捉え、私の栄養
士としての足跡を残せるよう精一杯会員の皆様
へサポートと支援をしつつ、次のリーダー（理
事）を担う人材の育成と確保を目標に掲げ、微力
ではありますが頑張って行きたいと思います。

研究教育部会
赤尾　正

このたび、研究教育部
会理事を務めさせていた
だくことになりました。
管理栄養士・栄養士の活
躍する職域は幅広く、大
阪府栄養士会では 7 つの
部会に分かれ、それぞれ
が 1 ～ 3 次予防に関わ

り、多様な方への日常的な食のサポートをして
います。近年、社会の変化とともに栄養士を取り
巻く環境が大きく変化してきました。グローバ
ル化の進む現代社会において、世界の流通・経
済・社会を理解し、多様なクライアントに対して
持続可能な栄養・食サービスの構築が求められ
ます。グローバルな視点を持ちつつ、地域の食
文化を理解し継承するため、各職域において、
グローバルとローカルをあわせたグローカルな
食サービスを府民の皆様に提供できるよう、会
員の資質向上に向けた取り組みに尽くしたいと
考えております。諸課題を解決するため、各種
情報や産業発展、IOT、AI 等の進歩を正確に理
解し、適切に活用するため、対面、遠隔などを
用いて会員の皆様との積極的な交流を目指して
まいります。そのためには会員の皆様のご協力
は欠かせません。ご指導、ご鞭撻の程、どうぞ
よろしくお願いいたします。

研究教育部会
谷口　信子

このたび、研究教育部会
の理事 2 期目をさせてい
ただくことになりました。

この 2 年間で教育現
場の授業法は大きく変化
し、オンライン授業で始
まった 2020 年度以降、

ICT を活用した授業や課題作成が大幅に増えま
した。私たち教員も新しい教授法に対応するべ
く奮闘した 2 年間でした。とりわけ、栄養士養成
においては、必須科目である臨地実習（校外実
習）を学内で行うという前代未聞の状況となりま
した。現場には行けないものの、同等の力を身に
着けるためご助力いただいた企業や施設の皆様
に感謝する次第です。そして、これからも社会
で活躍できる栄養士を育成し、栄養士会の会員
を増やすことに微力ながら貢献してまいります。

1 期目は会員の皆様とも思うように交流する
ことができませんでしたが、2 期目は、少しず
つ感染が収まり、開催される研修会や講演会な
どを通して、会員同士をつなぐ潤滑油として励
んでまいりたいと思いますので、ご助言、ご協
力をよろしくお願いいたします。



–　 –12

地域活動部会
栗林　美貴子

このたび、地域活動部
会の理事を務めさせてい
ただくこととなりました。

所属する地域活動部会
では、幼児から高齢者ま
でのライフステージに応
じた食育、生活習慣病の
予防など地域に住む方々

に対し栄養上の問題の支援や、介護予防および健
康寿命の延伸にお役に立てるような取り組みを
行っております。近年では地域包括ケアシステム
の推進により介護予防のための地域ケア会議へ
助言者としての参加や短期集中型サービス C で
の栄養指導などの多職種との活動も行っており
ます。また、昨年の介護保険の改定では、都道府
県栄養士会が設置している栄養ケア・ステーショ
ンの管理栄養士が実施できる区分が設定され、さ
らに仕事の幅が広がってきているという状況で
す。本会員のみなさまには、管理栄養士・栄養士
としてスキルアップが必要とされている今、その
ために必要な情報の発信を行っていきたいと考
えております。

初めてのことであるため何もかもが不安です
が、大阪府栄養士会の発展のために微力ではあ
りますが、頑張っていきたいと考えておりますの
で、ご支援、ご協力よろしくお願いいたします。

地域活動部会
清水　詩子

このたび、引き続き地
域活動部会の理事を務め
させていただくことにな
りました。

地域活動部会ではホー
ムページに「仲間探し」の
コーナーを作成して、各
地域で活動するグループ

の活動紹介や会員募集を掲載しております。会
員の増加に繋げていけるよう、更なる魅力的な
コーナー作りに努めてまいります。当部会には
グループに属さず、フリーランスで働いている
管理栄養士や栄養士が多く所属しております。
1 人で頑張っている会員の皆様と交流を持ち、
日々の悩みや情報交換等の関わりを持つことが
今後の課題になっております。

また、近年の介護保険制度の報酬改定に伴
い、栄養士の業務内容は益々多岐にわたりま
す。それに対応できるよう、様々な情報を発信
してサポートしてまいります。

今後も多職種と連携しながら、府民の皆様の
健康を支援して寄り添っていけるよう、尽力し
ていく所存でございます。

大阪府栄養士会会員の皆様には、ご協力をお
願いすることが多々あるかと思いますが、どう
ぞよろしくお願いいたします。

公衆衛生部会
渡邊　束穂

このたび、公衆衛生部
会の理事をさせていただ
くことになりました。理
事になるのは初めてのこ
とで、身に余る重責では
ございますが、精一杯責
務を果たしたいと考えて
おります。

人は生涯を通じて多様な栄養問題を抱えてい
ます。健康寿命の延伸や健康格差の縮小に向け
て、ライフステージに応じた健康づくりの支援
だけでなく、それらを支えるための食環境の整
備の推進に取り組むことが求められています。
また、これらの幅広い課題に取り組むために
は、地域や施設、教育、行政など、様々な分野
の管理栄養士・栄養士による相互連携や、多職
種連携、地域ネットワークの構築などが望まれ
ます。

新型コロナウイルスの影響による新しい生活
様式等の社会環境に対応しながら、多様化する
社会的なニーズや府民の期待に応えることがで
きるよう、専門職としてのスキルの向上、栄養情
報の提供、各種団体の連絡調整など、公益団体
としての使命を果たすため、微力ではございま
すが、誠心誠意努力いたす所存でございます。
皆様方のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。

公衆衛生部会
千葉　美智子

このたび、公衆衛生部
会の理事を務めさせて
いただくこととなりまし
た。このような大役を仰
せつかるのは、身に余る
重責ではございますが、
役員の皆様および会員の
皆様方のお力添えをいた

だきながら、精一杯責務を果たしたいと考えて
おります。

今、新型コロナウイルス感染症により、社会
や生活の環境が大きく変化する中で、改めて
日々の食事による健康づくりが重要視されてい
ます。また、昨年の東京栄養サミット 2021 の
開催、そして 2025 年の大阪・関西万博の開催
に向けて、国際的にも「栄養」が注目され、栄
養士の担う専門的役割への期待も高まっている
と感じます。

このような社会のニーズに応えるためにも、
私も理事として、大阪府栄養士会の活動内容を
より充実させ、会員の皆様の能力向上やご活躍
のお手伝いができるよう、微力ながら尽力して
まいります。栄養士仲間と共に励み、助け合え
る場として、栄養士会がますます発展していく
一助を担えれば嬉しく思います。何卒ご指導ご
鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。
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福祉部会
丸山　香央理

今期も引き続き 4 期目
の理事をさせていただく
ことになりました。コロ
ナ禍の 2 年間、感染症対
策に試行錯誤の日々でし
た。研修会の方法もオン
ラインを使い、会員の皆
様とお会いする研修会や

場面が大きく変化しました。そして、栄養士会
活動や各部会の方々との関わりの中で管理栄養
士・栄養士をとりまく課題や今後の方向性に理
解が深まり進むべき先を捉えて目標が見えてき
ています。令和 3 年は介護報酬・障害福祉サー
ビスの改定があり管理栄養士・栄養士を増員さ
れた施設が増えました。

栄養士業務は福祉分野だけでも多岐にわたり
ます。福祉だけでなく、多職域に関する知識や情
報も不可欠です。また多職種との連携も必須と
なります。チームの一員として高い専門性を期
待され果たす役割も大きいと感じています。そ
のためにも常に資質向上に努め、大阪府栄養士
会の更なる活性化に向け、与えられた役割を務
めたいと思います。

会員の皆様のご意見等もお聞かせ頂き、正し
く情報提供できるよう微力ながら励んで参りま
すので皆様のご協力、ご助言を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。

福祉部会
高田　敬子

3 期目の 理 事 をさ せ
ていただく事になりまし
た。2 期を理事と前期は
参事をさせていただく中
で、諸先輩方のご指導を
受けながら、皆様のお役
に立てるよう務めて参り
ました。その中で、多職種
の方々と接する機会もあ

り、専門性を生かした役割や考え方に触れること
で、「栄養士にしかできないこと」を常に考えて多
職種と連携していくことが専門職として必要とさ
れる存在になれるのではないかと感じました。

令和 3 年 4 月の介護報酬改正では、栄養ケアマ
ネジメントが包括化され、新たに栄養マネジメン
ト強化加算が新設されました。今後、地域包括ケ
アシステムの構築に向けた医療・介護・在宅の切
れ目のないサービスを受けられる社会を実現する
ためには、地域で安心して暮らせるよう病院、施
設、在宅との食を通じた橋渡しを担うことができ
る管理栄養士・栄養士が求められていると思いま
す。そのためには、多職種との協働が不可欠であ
り、対等に話が出来る知識や技術を身につけるこ
とが必要です。

今後、さらに栄養士が社会に必要とされる存在
になることを目指して、諸先輩方にご指導をいた
だきながら、微力ではありますが、大阪府栄養士
会と会員の皆様のお役に立てるように頑張ります
のでどうぞ宜しくお願いいたします。

地域活動部会
深川　貴世

このたび地域活動部会
の理事を務めさせて頂く
ことになりました。

新卒時の就職は栄養士
ではありませんでした
が、学校卒業時に取得し
た栄養士の資格を活かし
たい、と勉強を始めてか
ら 20 年ほどが経ちまし

た。その間にも食育基本法が制定され、特定保
健検診・保健指導が始まり、現在は栄養ケア・
ステーションなどますます栄養士が活躍できる
場が広がっています。20 年前は学校での知識を
呼び起こすのに必死でした。今も取り残されな
いように、知識を更新してスキルアップしてい
かなければと悪戦苦闘しています。しかしまだ
まだ疎い分野が多く、私でお役に立てるのだろ
うかと不安があります。遅くはありましたが、
栄養士としてスタートできたのは、日常の食に
関わる素晴らしい資格だからだと思っていま
す。スタートしてからご縁のあった先輩方には
食情報が氾濫している現在、正しい情報発信源
としての栄養士の役割など、多くのご指導と励
ましを頂きました。このご恩を少しでもお返し
し、皆様のお役に立てるよう、先輩会員や理事
の方々が築いてこられた横の繋がりを維持し、
広げていけるよう努力してまいりますので、ど
うぞ宜しくお願いいたします。

地域活動部会
松岡　幸代

今回理事に就任しまし
た。気がつけば大阪府
栄養士会に入会してか
ら 40 年が経ちました。
今回初めて理事という大
役を頂戴し、身が引き締
まる思いです。コロナ禍
の中、栄養士としての働

き方も大きく変化があり、対面での勉強会や面
談、料理教室等が難しい時期がありましたが、
オンライン等を駆使して活動を継続してきまし
た。苦境に立ち向かうには、栄養士同士の横の
繋がりがとても重要である事を改めて実感した
次第です。新型コロナウイルスの拡大により生
活様式・食生活が従来から大きく変化し、そう
したなか日本栄養士会では、予防に役立つ食事
「予防めし」を誕生させ、新しい食事習慣を提
案され、インスタグラムで配信されました。地
域で活動されている地域活動栄養士会のグルー
プの中でも、Web での講演会・料理教室を Web
（YouTube）で配信などの新しい事業にチャレ
ンジして来られています。これからは、時代背
景に合わせた新たな視点をとり入れ、持続可能
な食を目指し、地域に必要とされる栄養士を探
索していきたいと思っております。
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福祉部会
太田　裕子

このたび、第 9 回定時
総会においてご承認いた
だき、福祉部会の理事を
引き続き務めさせていた
だくことになりました。
理事の仕事は、３期目と
なります。

日ごろは、公立の保育
所とこども園の食事提供や食育に係わる仕事
をしており、子どもたちの心と体がすこやかに
成長し、望ましい食習慣を身につけ、生涯にわ
たり健康でいきいきとした生活を送るための
基盤が築けるよう、微力ながら日々尽力してい
ます。

2 期目を務めたこの 2 年は、新型コロナウイ
ルス感染症を警戒しながらの手探りでの運営
で、事業の中止や縮小など、思うような活動が
できない状況でした。3 年ぶりに総会が開催さ
れ、日常生活が戻りつつある今期は、出来るだ
け会員の皆さまのお声を聞かせていただく機
会を設け、その声にお応えできるよう、他の理
事の方々とも協力しながら、研修など事業の充
実に努めていきたいと思います。また、今まで
の経験を活かしながら、少しでも皆さまのお役
に立てるよう、職務を果たして行きますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

監　事
田中　俊治

大阪府栄養士会の充実
が大阪府民の健康に寄与
するという信念で、平成 2
年より理事を務め、平成
30 年からは監事を務め今
期で 3 期目となります。

公益社団法人の監事の
役割としては、
①権限（主なもの）として、

・理事の職務の執行の監査
・計算書類等の監査
・事業の報告要求、業務・財産の状況の調査
・理事会の招集請求

②義務（主なもの）として、
・善管注意義務（善良な管理者の注意を持っ

　て自らの職務を行う義務を負います。）
・理事会への出席義務（理事会に出席し、必

　要のあるときは、意見を述べなくてはなりま
　せん。）

・理事会への報告義務（理事の不正行為やそ
　のおそれがあると認めるときは理事会に報告
　しなければなりません。）

　等があげられます。
このように、監事は、会計監査のみではなく

理事の職務の執行を監査します。そのために、
監事には各種の権限が付与されています。これ
ら監事の役割を理解し、公正かつ適正な監事業
務に努めて参りますので、よろしくお願いいた
します。

会員外監事
齋藤　浩一

このたび、ご縁があ
り、会員外監事をさせて
頂くことになりました。

私は現在、公益社団法
人大阪食品衛生協会に席
をおいており、食品に携
わる事業者の皆様への食
品衛生管理の指導や消費
者への食品衛生知識の向

上のための普及活動など、食品衛生に関わる仕
事を行っています。

その関係上、食品関係事業者の皆様との関り
も深く、管理栄養士や栄養士の皆様といっしょ
に仕事をしたり、相談を受けたりと、関わる機
会も多くあります。

このたびの（公社）大阪府栄養士会の監事就任
のお話を頂き、管理栄養士や栄養士の皆様の多
岐にわたる職域や、活動を知ることができる、
絶好の機会だと思っています。
（公社）大阪府栄養士会を通じて、管理栄養士

や栄養士の皆様の活動をより知り、食品衛生の分
野においても生かせていければと思っています。

まずは、理事の皆様方としっかりコミニュケー
ションを取ることから始め、各部会の活動内容な
どから勉強していきたいと思っています。

これからの（公社）大阪府栄養士会の発展の
ために、監事としての役割をしっかり果たせる
よう、皆様方と共に微力ながら、頑張っていき
たいと思っていますので、ご支援、ご協力を宜
しくお願い致します。

福祉部会
阿部　茉利

今回理事に就任しまし
た。金銭的理由により、
栄養士会に一時期入って
いない時期がありまし
た。そういう自分だから
こそ、この会をもっと皆
さんが進んで入りたいと
思う会にしたい、と強く
思っています。そもそも

栄養は、単独では即効性がなく、長期に、総合
的に効果を確認していく必要があります。福祉
部門は、長期にご利用者を支えられるので、ま
さに栄養ケアの真骨頂です。しかしながら単独
就労が多く、入職時からオールラウンダー、プ
レイングマネージャーであり続けなければいけ
ないために、孤独を感じやすかったり、多忙さ
も重なり、無気力になりがちです。そういった
部分を支え、人生の中で長い労働時間が、人そ
れぞれの充実した時間となるようにサポートで
きる会にしたいです。人間に欠かせない食事に
携わる栄養士には、医療、研究、教育、公衆衛
生、地域活動、福祉、勤労者支援等様々な職域が
あります。もちろん専門性も大切ですが、専門
性を共有し、ボーダレスに働けるようにするこ
とも、今後の栄養士会の働きに重要だと考えて
います。もうすぐ大阪では万博もありますし、
グローバル化も視野に、この会を盛り立ててい
きたいと思います。よろしくお願いいたします。


